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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

（１）複合交信攪乱剤（コンフューザーＰ）を基幹剤とし、在来天敵の保護を考慮した殺虫剤削減防除体系（モ

モのフェロモン防除体系）を確立した。 

（２）既存の殺虫剤投入量を現行の半分とした。すなわち、６月下旬、７月下旬および８月上旬は殺虫剤を削

減し（県北地方）、４月上旬、５月下旬、７月中旬には害虫の発生状況により削減可能とし、併せて最大６回

の削減となる。 

（３）補完防除剤には、有用昆虫に影響の少ない薬剤を選択した。 

（４）本防除体系により、在来のカブリダニ類が保護されることから、殺ダニ剤は多発時のみの散布で対応で

きるようになった。 

 

２ 期待される効果 

（１）殺虫剤散布をおおむね５割削減することにより、周辺環境への負荷や、散布時の農薬の被曝量が軽減

される。 

（２）殺虫剤の削減と有用昆虫に影響の少ない薬剤の選択によって、天敵群の保護がはかられ、特にハダ

ニ類に関しては、原則として殺ダニ剤を散布が省略できる。 

（３）殺虫剤を大幅に削減できるようになったことから、天敵製剤等の生物農薬を組み入れることが可能とな

る。 

（４）より安全な果物を供給できる。 

 

３ 適用範囲 

県下全域。ただし、傾斜地等のフェロモンが流亡し易いほ場を除く。 

 

４ 普及上の留意点 

（１）モモのフェロモン防除体系の実施にあたっては、処理面積が大きいほど防除効果が安定するので、でき

るだけ地域全体で取り組む。 

（２）実施にあたっては、地域内に放任園などの害虫多発園がないことが前提になる。 

（３）地域ごとに害虫発生予察調査体制を整備し、殺虫剤の削減は害虫発生状況を確認しながら適切に行

なう。晩生種ではナシヒメシンクイに対する効果が低下するので、発生地域では必ず薬剤の補完散布を実

施する。 

（４）本体系では、カメムシ類、コガネムシ類などの飛来性害虫には対応していないので、発生状況をよく観

察するとともに発生予察情報や指導機関との情報交換を密にして、防除対策を徹底する。 

Ⅱ 具体的なデータ等 

 



 

Ⅲ その他 
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